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第 1期瑞浪市まち・ひと・しごと創生総合戦略（総括評価） 

（対象期間 平成 27年度～令和元年度） 

 

１．概要                                                               

目指すべき将来の方向（第 6 次瑞浪市総合計画将来都市像） 

「幸せ実感都市みずなみ ～共に暮らし 共に育ち 共に創る～」 

【人口ビジョン】人口の将来展望：34,000 人（2060 年（令和 42 年））確保 

人口に関する市民の認識を共有するために、本市における人口の現状を分析し、今後目指すべき将来の方

向と人口の将来展望を提示するもの。4 つの基本的な施策の方向性を示し、積極的かつ速やかに取組む。 

（Ⅰ人口流入の促進、Ⅱ定住化の促進、Ⅲ健康長寿の推進、Ⅳ協働によるまちの活性化） 

【総合戦略】人口減少の克服、地方創生の実現を目指す 

人口ビジョンを踏まえ、本市の地方創生の実現に向け、基本方針や重要な施策の取り組みを取りまとめた

もの。第６次瑞浪市総合計画のまちづくりの重点方針「3 プラ 1」に基づき、以下 4 つの基本目標を設定

し地方創生の実現を目指す。  

基本目標１ 魅力的な暮らしを創造する ～だれもが魅力を感じ、暮らしていただくきっかけづくりのために～ 

基本目標２ 快適な暮らしを実感する  ～だれもが快適に暮らし、安心して子どもを育んでいくために～ 

基本目標３ 元気な暮らしを応援する  ～高齢になっても、元気に暮らし続けられるために～ 

基本目標４ 協働の夢づくり      ～地域のつながりで、夢のあるまちづくり～ 

 

2．実績・評価                                                                                                                       

【人口ビジョン】住民基本台帳人口ベースの比較では、パターン 3（6 次総目標人口）には及ばないもの

の、国立社会保障・人口問題研究所の推計及び日本創生会議の推計より上回っており、総合戦略に位置

づけた施策である企業誘致施策、移住定住施策などの効果が発現。 
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【総合戦略】 

①数値目標の達成状況 

11 項目の指標のうち、7 項目（約 6 割）で目標を達成または概ね達成 

 

②ＫＰＩ（重要業績評価指標）の達成状況等 

令和元年度に実施した 71 事業のＫＰＩ指標のうち、事業効果（達成度）では、

43 事業（6 割）で目標を達成または概ね達成。事業評価（有効性）では、57 事

業（8 割）でＫＰＩ達成に有効。 

 

区分 指標 
H26 
開始前 

R1 
目標 

R1 
実績 

評
価 

基本目標 1 

瑞浪市は住みよいところだと感じる市民の割
合 

65.7% 74.2% 71.6% B 

子どもを産み育てやすいまちだと感じる市民
の割合 

64.0% 66.1% 69.2% A 

働きやすいまちだと感じる市民の割合 29.4% 39.1% 45.0% A 

基本目標 2 

自分のまちに誇りのもてる､魅力あるまちなみ
だと感じる市民の割合 

45.7% 51.3% 49.9% B 

学校･家庭･地域が連携して子どもの成長と安
全を支えているまちだと感じる市民の割合 

62.3% 70.4% 68.8% B 

防災対策等が整い､安心で快適な住環境で暮ら
していると感じる市民の割合 

51.8% 56.7% 55.9% B 

犯罪や事故対策がしっかりとなされていて､安
全で安心なまちと感じる市民の割合 

64.3% 66.7% 59.7% D 

基本目標 3 

高齢者が地域で元気に暮らせるまちだと感じ
る市民の割合 

64.3% 68.4% 64.3% C 

利用しやすい公共交通が整っているまちだと
感じる市民の割合 

34.1% 44.7% 27.5% D 

基本目標 4 

地域活動やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ､NPO 活動に参加している
市民の割合 

24.7% 27.6% 25.2% B 

地域での交流や活動が活発に行われていると
思う市民の割合 

61.8% 63.8% 60.1% D 

区分 

事業効果 事業評価 

Ａ 
(達成) 

Ｂ 
(概ね達成) 

Ｃ 
(開始前よ
り改善) 

Ｄ 
(開始前よ
り悪化) 

KPI 達成に
有効 

KPI 達成に
有効とは言
えない 

基本目標１ 11 13 6 6 30 6 

基本目標２ 3 5 1 5 9 5 

基本目標３ 3 3 3 2 9 2 

基本目標４ 3 2 4 1 9 1 

合計 
20 

（28％） 
23 

（32％） 
14 

（20％） 
14 

（20％） 
57 

(80％) 
14 

（20％） 
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※主な事業及びＫＰＩ 

事業効果 
事業評価 

事業 ＫＰＩ 
H26 
開始前 

R1 
目標 

R1 
実績 

Ａ 
「達成」 

 
◎ 

「KPI 達成
に有効」 

移住定住相談窓口業務 
移住定住情報発信事業 

年間相談件数 - 50 件 70 件 

三世代同居・近居世帯定
住奨励金交付事業 

年間申請件数 - 20 件 28 件 

雇用確保支援事業 
制度による雇用者数
（累計） 

- 10 人 24 人 

創業支援事業計画推進事業 
創業支援対象者、年間
相談件数 

- 
80 件 
12 件 

83 件 
12 件 

地域防災活動支援事業 
防災ﾘｰﾀﾞｰ、防災士養成
数 

123 人 220 人 228 人 

防犯灯設置事業 LED 防犯灯設置割合 49％ 100％ 100％ 

認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ等養成事業 認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ登録人数 2,475 人 4,200 人 4,385 人 

夢づくり市民活動補助事業 年間申請件数 - 5 件 5 件 

Ｄ 
「開始前よ
り悪化」 

 
○ 

「KPI 達成
に有効とは
言えない」 

みずなみ焼等販路開拓支
援事業 

参加企業数 65 社 70 社 47 社 

産業振興ｾﾝﾀｰ再整備事業 ｾﾝﾀｰでの販売額の増加 11,400 千円 20％増 4％減 

消防団員入団促進事業 消防団員充足率 94.3％ 98.3％ 86.2％ 

老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ事業 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ年間利用者数 2,686 人 3,340 人 2,668 人 

自治会加入促進事業 自治会加入率 71.6％ 72％ 66.2％ 

③総合戦略事業の今後の方針 

平成 27 年度から令和元年度までに実施した 85 事業のうち、継続が、58 事業（約

7 割）。発展、見直し改善が、11 事業（約 1 割）。これまでの地方創生を継続、見

直し改善を図ることで、切れ目のない地方創生を推進。 

※主なもの 

「発展」の取り組み 

・瑞浪ボーノポークＰＲ推進事業（ＰＲエリアの拡大） 

「見直し（改善）」の取り組み 

・みずなみ焼等販路開拓支援事業（陶磁器及びその他の業種の販路開拓を支援） 

・産業振興センター再整備事業（市内の陶磁器業者との連携） 

・消防団員入団促進事業（女性、学生を含む継続的な入団促進） 

・自治会加入促進事業（周知促進） 

「終了」の取り組み 

・若者世帯民間賃貸住宅入居奨励金交付事業（移住定住施策の一定の成果） 

・幼児園空調設備整備事業（市内 8 幼児園全園完了） 

・新エネルギー利用促進事業（太陽光発電の普及による一定の成果） 

・瑞浪北中学校施設整備事業（ｽｰﾊﾟｰｴｺｽｸｰﾙ完成。今後は環境教育を進め、ｾﾞﾛｴﾈﾙｷﾞｰｽｸｰﾙを目指す） 

・夢づくりﾁｬﾚﾝｼﾞ研究室事業（まちづくり活動への主体的な取組により若者のまちづくり参画を確保） 
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区分 継続 発展 
見直し 

（改善） 
終了 -(統合) 合計 

基本目標１ 29 1 5 9 0 44 

基本目標２ 11 0 3 3 0 17 

基本目標３ 11 0 0 1 1 13 

基本目標４ 7 0 2 2 0 11 

合計 
58 

（68％） 

1 

（1％） 

10 

（12％） 

15 

（18％） 

1 

（1％） 

85 

（100％） 

 

（評価基準）※地方創生推進交付金効果検証準拠 

区分 評価 内容 

事業効果 

Ａ 
本事業は地方創生に非常に効果的であった（指標が目標値を達成するな

ど、大いに成果が得られたとみなせる場合） 

Ｂ 
本事業は地方創生に相当程度効果があった（目標値に達しなかったもの

の、概ね成果が得られたとみなせる場合） 

Ｃ 
本事業は地方創生に効果があった（目標値の達成状況は芳しくなかった

ものの、事業開始前よりも取組が前進・改善したとみなせる場合） 

Ｄ 
本事業は地方創生に効果がなかった（実績値が開始前よりも悪化した、も

しくは、取組として前進・改善したとは言い難いような場合） 

事業評価 
事業が地方版総合戦略の KPI 達成に有効であった 

事業は地方版総合戦略の KPI 達成に有効とは言えなかった 

 

３．今後の方向性                                                           

人口減少の克服と地方創生の推進 

安定した人口構造を維持するため、安心して子育てができる環境、高齢者がいきいきと生活できる環境

を整え、快適な生活ができる社会の実現を目指していく。 

目標の達成に向けた取り組みを着実に推進 

実績・評価など効果検証に対する瑞浪市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進会議の意見や市民ニーズ

を踏まえ、第 1 期瑞浪市版総合戦略で根付いた地方創生の意識や取り組みを第 2 期瑞浪市版総合戦略

に切れ目なく継続し、人口減少対策、地域活性化など地方創生に資する総合戦略事業を着実に推進して

いく。 


